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ドレン排水用ポンプ
WM-DUM-CG【てんまい加湿器専用】

てんまい加湿器（WM-VCHタイプ）用 オプション

このたびはウエットマスター滴下浸透気化式加湿器「てんまい加湿器」専用

ドレン排水用ポンプをご採用いただき、まことにありがとうございます。
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施工者の方へ
●本品の機能を十分に発揮させ、安全にご使用いただくためには、

適切な取付工事が必要です。

	 施工にあたっては必ず本書と加湿器本体添付の説明書類を合わ

せてお読みいただき、その内容に従って施工してください。

●本書を含めて製品添付の説明書類は、必ずお客様にお渡しして、

保管いただくように依頼してください。

ご使用になるお客様へ
●ご使用の前には、必ず本書をよくお読みください。また本書は、

製品添付の他の説明書類とともにお客様にて必ず保管してくだ

さい。



1

取付および取扱は、本書をよくお読みのうえ、本書の内容に従って確実に行ってください。
ここに示した注意事項は「 警告」・「 注意」に区分していますが、誤った取付や取扱をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結
びつく可能性が大きいものを、特に「 警告」の欄にまとめて記載しています。
また「 注意」の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する重要な内
容を記載していますので、必ず守ってください。
取付工事完了後は、試運転を行って異常がないことを確認してください。また、本書を含めて製品添付の説明書類は、必ずお客様にお
渡しして、保管いただくように依頼してください。

 警  告 
●●本製品は、専門業者の管理のもとにご使用ください。

●●	取付は、専門業者に依頼してください。取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の原因になります。

●●取付工事は製品添付の説明書類に従って確実に行ってください。取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の原
因になります。

●●	取付は、重さに十分耐える所に確実に行ってください。強度不足や取付工事に不備があると、落下や転倒等による事故の原因
になります。

●●	高さが２メートル以上の箇所で作業を行うときは、適正な足場を確保し安全帯を使用する等、墜落による作業者の危険を防止
するための措置を講じてください。

●●	電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規定」および製品添付の説明書類に従って施
工し、必ず専用回路を使用してください。電気回路の容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因になります。

●●	電気配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定してくださ
い。接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災の原因になります。

●●	工事の部材は付属品および指定の部材をご使用ください。寸法や材質等の適合しない部材を使用すると、水もれや感電、火災
等の事故の原因になります。

●●	水道法、消防法等に規制される部材の取扱については、専門業者に依頼してください。

●●	改造は絶対にしないでください。部品交換を含め、修理は当社または専門業者にご相談ください。修理に不備があると、水も
れや感電、火災等の事故の原因になります。

●●	保守点検作業は、当社または専門業者にご相談いただくか、設備機器に関する知識および作業経験のある方が行ってください。
保守点検作業に不備があると、水もれや感電、火災等の原因になります。

●●	保守点検作業を行うときは、必ず運転を停止して元電源を切ってください。

 注  意  

●●本製品は、病院空調等、特に清浄度を必要とする空調設備には使用できないことがあります。このような場合は当社までご相
談ください。

●●	給水の水質は、水道法に規定する水質基準に準ずるものをご使用ください。水質が不適当な場合は、室内の空気の汚れの原因
になることがあります。

●●	配管工事は、製品添付の説明書類に従って確実に行い、結露が生じないよう保温してください。配管工事に不備があると、水
もれによる事故の原因になります。

●●	アースを行ってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アースが不完全
な場合は、感電の原因になることがあります。

●●	漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を取り付けてください。漏電ブレーカが取り付けられていないと、感電の原因になることが
あります。

●●	正しい容量のヒューズ以外は使用しないでください。不適当な容量のヒューズや針金・銅線等を使用すると、故障や火災の原
因になることがあります。

安全上のご注意
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1-1. 仕 様
●	ＷＭ -DUM-CGは、てんまい加湿器専用のドレン排水用ポンプです。	
加湿器本体内ドレンパンのドレン水を揚水して排水位置を高くし、排水配管の先下がり勾配を確保します。

機種・型式 ドレン排水用ポンプ　ウエットマスター　 DUM 

型　番 WM-DUM-CG
適合加湿器 てんまい加湿器　WM-VCHタイプ
排
水
量

揚 程：300mm時 1.3/1.4ℓ/min（50/60Hz）

揚 程：700mm時 1.0/1.2ℓ/min（50/60Hz）
定格電源 AC100V　50/60Hz
定格消費電力 13/11W（50/60Hz）
運転時質量 3.5kg
運転音 35dB( Ａ )（50/60Hz）

電
気
特
性

電圧許容範囲 ±10％以内
絶縁抵抗 100ＭΩ以上
絶縁耐圧 AC1000V　１分間印加異常なし

使
用
条
件

ポンプ本体周囲温湿度 5～40℃（凍結しないこと）、80％ＲＨ以下（結露しないこと）

通水温度 加湿器給水温度に準ずる

安全保護装置
1)	ドレン排水用ポンプ水槽の高水位異常検知による加湿器本体の運転停止
2)	ドレン排水用ポンプへの給電停止に伴う加湿器本体の運転停止

客先ご用意

1)	加湿器本体への取付工事は、客先工事となります。
2)	ドレン排水用ポンプへの電気工事は客先工事となります。
3)	ドレン排水用ポンプからの排水配管（20A以上）は、客先工事となります。
4)	ドレン排水用ポンプの主電源は加湿器本体と別電源とし、漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を設け常時
ONとなるように配線してください。

5)	ドレン排水用ポンプの主電源を加湿器本体と同一電源とする場合は、漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を
常時ONとしてください。加湿器の運転を長期休止する場合、停電試験や点検などやむを得ず電源をOFF
とする場合には、給水元バルブを閉じるなど万一の場合にも水が流れて漏水事故にならないようにしてく
ださい。

使用場所の制限

滴下浸透気化式加湿器は、次のような現場では使用できないことがあります。このような場合は当社までご
相談ください。
＊通気、設置場所に腐食性ガスが予想される場合
＊厨房、食品工場その他、通気に塩分やオイルミストを含むおそれのある場合
＊機械工場など、通気に金属製の塵埃を含むおそれのある場合
＊病院などの特殊空調
＊供給水が水道水の水質基準を満足しない場合

1-2. 梱包内容（付属品）

●	梱包開封後は直ちに内容を確認してください。

1) ポンプ本体‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １台
2) ポンプ取付ベース（SGCC、t1.6 ポンプ本体取付ビス付）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ケ
3) 排水ホースＡ（塩ビ φ 22×φ15、0.5m ホースバンド２ケ付）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １本
4) 排水ホースＢ（EPDM φ 30×φ25、0.14m ホースバンド２ケ付）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １本
5) Ｌ型排水ホース（EPDM φ 30×φ25 L 型 ホースバンド２ケ付）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １本
6) 排水継手（フランジ付 L 型）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ケ
7) ポンプ取付ベース固定ビス（トラスＭ４×15）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４本
8) DUM信号線（４心キャブタイヤ 1.25ｍ コネクタ付）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １本
9) 取扱説明書類‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 一冊

1.	仕 様
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2.	ドレン排水用ポンプの構成

てんまい加湿器とドレン排水用ポンプ

ドレン排水用ポンプ

排水

ドレン排水用ポンプ

加湿器本体

吐出口

カバー（上）
　　取付ビス

カバー（上）

カバー（下）

カバー（下）
　　取付ビス

DUMコネクタ

電源接続口
(AC100V)

ドレン流入口

水槽

残水排水口

中間コネクタ

DUM信号線
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お願い

●ドレン排水用ポンプは、加湿器の排水勾配がとれない場合に、ドレン水をポンプにより揚水して排水します。

●ドレン排水用ポンプは加湿器の運転に関係なく、常に電源が供給されるようにご注意ください。

●ドレン排水用ポンプへの給電が停止することが予測される場合は、安全のため加湿器への給水を停止させ
るためのスプリングリターンバルブなどの取り付けをご配慮ください。

3-1. 加湿器本体への取付

3.	施 工

【１】加湿器本体に取付ベースを取付

●加湿器本体排水口の左横にポンプ取付ベースを､ 付属のビス（ポンプ取付
ベース固定ビス：トラスＭ４×１５、４本 )で取り付けます（図－1）。

図 -1

図-2 【２】ドレン排水用ポンプの取付

●ドレン排水用ポンプ本体を、ポンプ取付ベースに固定します。取付ベー
スには予めポンプ本体取付ビス（上下２点）が付いています（図－２）。	
ポンプの取付穴は、上はダルマ穴、下はＵカットになっていますのでビス（上
下２点）をゆるめる事で作業できます。
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【３】排水ホースの取付

●加湿器本体の排水口と､ ドレン排水用ポンプのドレン流入口を付属のＬ型
排水ホースで接続し、ホースバンドをかけます。	
ホースは長い方を加湿器本体側に接続してください。（図－３）

※ホースは、奥まで差し込み確実に接続してください。

3. 施 工

●ホースバンドはつまみをプライヤなどで開閉してください。（図－４）

【４】DUM信号線の接続

●DUM信号線の中間コネクタを接続します。（図－５）

※コネクタをしっかり持って確実に接続してください。

●DUMコネクタを加湿器本体のDUM信号線取入孔に通し、加湿器内部
へ入れます（図－６）。

図-3

図-4

図-5

図-6

排水ホース	
(L 型  長い方を加湿器本体に差し込む）

ホースバンド



6

●加湿器本体内の電装ボックスカバーを外し､ 加湿器本体側のDUMコネク
タと接続します。	
接続は、DUMコネクタに差し込んである短絡用コネクタを抜いて接続し
ます（図－７）。

※コネクタをしっかり持って確実に接続してください。

3. 施 工

●加湿器本体内にDUM信号線を取り回します。	
DUM信号線がファンケーシングなどに接触しないように取り回しにご配
慮ください。	
キャブタイヤコードの中ほどを吸音材の隙間に押し込んでください。	
（図－８）

【５】周囲スペースの確保

●	加湿器本体周囲に必ず保守点検が容易にできるスペースを確保してくださ
い。本体周囲スペースを確保するほか、ポンプからの排水配管の下り勾配
に支障がないようにご注意ください｡

●加湿器本体取付位置の天井面（加湿器本体の配管側）には必ず □ 450 以上
の点検口を設置してください。

●ドレン排水用ポンプに排水配管の荷重がかからないようにご注意ください。

※周囲スペースについては、P.16「8. 施工図」を参照してください｡

図-7

図-8

キャブタイヤコード
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3. 施 工

3-2. 排水配管

 警告 ●配管は必ず保温してください。保温しないと結露による漏水の原因になります。

※排水ホースAを曲げて施工しないでください。

排水ホースA

図-9

排水継手
吊り金具などで支持

排水ホースA 排水ホースB
（内径φ25)

1以上
100

ドレン排水用ポンプ 

天井板

（
ド
レ
ン
高
さ
）
5
6
0
～
9
8
0

揚
程
 3
0
0
～
7
0
0
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3. 施 工

●ポンプからの排水ホースＡは必ず垂直立ち上げとなるように配管し、必要に応じて排水ホースＡをカットして施工してください。	
部分的に無理な応力がかかるような取付はしないでください。ホースの折れやつぶれの原因になります。

●ポンプの揚程は、700ｍｍ以下（加湿器本体の排水口からの高さ）です。排水ホースＡを更に延長する事はできません。

●排水継手から先の客先ご用意の排水配管は必ず 1/100 以上の先下がり勾配 ･ 大気開放とし、排水がスムーズに流れるよう施工して
ください。

●排水継手と客先ご用意の排水配管との間を排水ホースＢ（EPDM 0.14m）で接続します。排水ホースＢの内径はφ25です。	
排水配管は20Ａ以上とし、排水主管までは各加湿器ごとに単独に配管してください。	
また、空調機のドレン配管と同一配管としないでください。

●ポンプの吐水口、排水継手および排水ホースには排水配管の荷重がかからないよう吊り、金具などで支持してください。

●ホースは、奥まで差し込み確実に接続してください。

●ホースバンドはつまみをプライヤなどで開閉してください。

●配管に結露が生じないよう、必ず保温してください。

●排水配管は必ず加湿器本体周囲スペースを確保できるように取り回してください。

【１】吐出口に排水ホースＡを接続

●ドレン排水用ポンプの吐出口に排水ホースＡ（塩ビ 0.5m）を接続し、ホー
スバンドをかけます。（図－10）	
ホースバンドはつまみをプライヤなどで開閉してください。

【２】排水継手と排水ホースＢの接続

●排水ホースＡの先端に排水継手（フランジ付 Ｌ型）と排水ホースＢ（EPDM 
0.14m）を接続し、ホースバンドをかけます。（図－11）	
ホースバンドはつまみをプライヤなどで開閉してください。

図-10

図-11 排水ホースＢ

排水継手

ポンプからの排水ホースＡ
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3. 施 工

3-3. 電気配線

 注意
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規定」に従って施工して

ください。電気回路の容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因になります。
●各配線の接続は確実に行い、接続部にケーブルの外力が加わらないように確実に固定してください。施工

不備があると、感電、火災の原因になります。

●電気配線は客先ご用意となります。ドレン排水用ポンプ電源として加湿器とは別系統の専用回路を使用し、加湿器の運転に関係なく
常時 ONとなるようにしてください。

●ドレン排水用ポンプの元電源には必ず漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を設けてください。漏電事故防止および保守点検作業時の安
全のため必要です。

●ドレン排水用ポンプの主電源を加湿器本体と同一電源とする場合においても、ドレン排水用ポンプへの電源は常に供給されるように
漏電ブレーカ（電源元スイッチ）は常時 ONとしてください。

●現場の指示等をよくご確認のうえ、確実な電気工事をお願いします。配線にあたっては、P.17「9. 電気回路図」、P.18「10. 結線
要領図」を参照してください。

●加湿器本体への DUM 信号線は必ず接続してください。加湿器本体側電装
ボックス内のDUMコネクタには、短絡用コネクタが差し込んであります。
短絡用コネクタを抜いてから、DUM信号線を接続します。接続しないと
正常な運転ができません。 
（P.5 ～「3-1. 加湿器本体への取付 【4】DUM信号線の接続」参照）
●カバー（上）を外し（取付ビス1箇所、P.3 参照）、電源端子台に電源を接続
してください。電源端子台はカバー内の上部にあります（図－12）。

●加湿器の配線は加湿器本体の取扱説明書に従ってください。
●必ずアース接続（Ｄ種接地工事）を行ってください。	
アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

3-4. 試運転

施工後は、以下の手順で試運転を実施し、不都合な点があれば必ず修正してください。

●試運転前には下記の諸点を必ず確認し、不都合な点があれば必ず修正してください。試運転は加湿器本体の試運転と合わせて行って
ください（加湿器本体の取扱説明書「試運転」参照）。

□排水ホースはホースバンドで確実に接続され、排水配管は勾配が確保され流れの障害がないこと
□各電気配線の接続が正しく確実に行われていること

●ドレン排水用ポンプ元電源の漏電ブレーカ（電源元スイッチ）をONにします。

●加湿器本体の試運転を開始します。

●ドレン排水用ポンプの水槽水位が運転水位に達すると運転を開始します。ポンプは加湿器の発停に関係なく、ドレン排水用ポンプの
水槽水位を検知して運転します。

●ドレン排水用ポンプの水槽水位が運転水位以下になってから30分後にポンプは運転を停止します。

●加湿器本体の説明書に従って､ 試運転（30分以上）を行い､ 漏水のないこと、およびドレン排水用ポンプによる排水が確実に行わ
れることを確認してください｡

●試運転終了後は、残水排水口からドレン排水用ポンプの水槽内の水抜きを行ってください｡ 水抜き後は、残水排水口のキャップを必
ず元通り取り付けておいてください。

●ドレン排水用ポンプ元電源の漏電ブレーカ（電源元スイッチ）をOFFにします。

図-12
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4.	運転管理

 警告 ●本製品は、専門業者の管理のもとにご使用ください。 
誤った取扱をした場合には、水もれや感電等の事故の原因になります。

 注意

●加湿器のドレンは本ドレン排水用ポンプにより排水されますので、加湿器の運転を長期休止する場合や、停
電試験や点検などやむを得ず電源を OFF とする場合など、ポンプの運転が停止する時には、必ず事前に加
湿器の給水サービス弁を閉め、加湿器へ給水されないようにしてください。ドレン排水用ポンプへ給電され
ない状態で加湿器に給水された場合、万一給水用電磁弁が故障（リーク）すると、漏水に至るおそれがあり
ます。

●試運転後、はじめて運転する場合は、ドレン排水用ポンプの漏電ブレーカ（電源元スイッチ）をONにしてください。

●ドレン排水用ポンプは、ポンプの水槽水位により発停しますので、漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を操作する必要はありません。
必ず常時電源を供給してください。 
加湿器の運転を長期休止する場合は、必ず事前に給水バルブを閉じ、ヒューミディスタットの設定を下げるなどして加湿器が運転し
ないようにしてください。 
また、電気点検など停電によりポンプの運転が停止する場合も、必ず事前に給水サービス弁を閉め、加湿器へ給水されないようにし
てください。本ポンプへ給電されない状態で加湿器に給水された場合、万一給水用電磁弁が故障（リーク）すると、漏水に至るおそ
れがあります。

●ポンプは水槽水位が運転水位以下になってから30分後に運転を停止します。

●ドレン排水用ポンプの電源がOFFとなった場合には、加湿器本体の運転も停止します。

●運転中は定期的に巡回点検し、配管各部からの水もれのないこと、その他異常のないことを確認してください。	
なお、異常がみられる場合は、加湿器の運転を直ちに停止し、加湿器への給水サービス弁を閉めてP.13「6. 故障の原因と処置」を
参照して対処してください。

●ドレン排水用ポンプ本体内には、高水位用センサが取り付けられています。ドレン排水用ポンプの水槽の高水位を検知した場合は加
湿器本体のリモコンスイッチに異常を表示し、加湿器本体の運転を停止します｡	
この場合、P.13「6. 故障の原因と処置」を参照して対処してください。

●加湿のシーズンオフなど加湿器の運転を長期休止する場合は､ 所定の保守点検作業が必要になります。	
P.11「5. 一般保守要領」を参照して、確実に作業を行ってください｡
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5. 一般保守要領

 警告

●高さが２メートル以上の箇所で作業を行うときは、適正な足場を確保し安全帯を使用する等、墜落による
作業者の危険を防止するための措置を講じてください。
●保守点検作業、部品交換を含む修理は、当社または専門業者にご相談いただくか、設備機器に関する知識

および作業経験のある方が行ってください。作業に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の原因に
なります。
●保守点検作業を行う前には、ポンプと加湿器本体の運転を停止し、必ず電源を切ってください。通電した

まま作業すると、感電等の事故の原因になります。

●当社では、機器の維持管理に便利な保守契約制度を設けております。加湿器の定期点検から部品交換まで、専従スタッフによる万全
のアフターサービスをご提供いたします。ぜひご利用ください。

●加湿器本体の取扱説明書「一般保守項目」の保守点検作業のほかに下表の作業を行ってください。

№ 作業内容 作業時期

１ ドレン排水用ポンプの水槽内の掃除、電装部点検
・シーズンイン時 または加湿器本体のドレンパン掃除の時
  （汚れの状況により周期を早める）

お願い　「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則」（略称：建築物衛生法、2003年 4月施行）では、加湿装置

は使用開始時および使用期間中の1ヵ月以内ごとに1回の定期点検（必要に応じて清掃）、排水受け（ドレン受け等）

を備えるものは同じく1ヵ月以内ごとに1回の定期点検（必要に応じて清掃）、1年に1回の定期的な清掃を求めて

います。準拠した対応をお願いします。
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5. 一般保守要領

№ 1 ドレン排水用ポンプの水槽内の掃除、電装部点検

[ 水槽内の掃除 ]

●カバー（上・下）を外してください（取付ビス3箇所、P.3 参照）。

●残水排水口のキャップを外し水槽内の水抜きを行ってください｡	
水抜き後は、残水排水口のキャップを必ず元通り取り付けておいてください
（図－13）。

※キャップが切れていないことを確認してください。劣化などしている場合は
新しいものと交換してください。

図-13

図-15

図-16

図-14

●水槽を元通りに復旧します。	
水槽は片側に板金部とのフック（破線部分）があります、水槽は確実に元の
位置に取り付けてください（図－15）。

※水槽の位置が正しくないと、カバー（下）は閉まりません。

[ 電装部点検 ]

●水槽上部の電装部を点検し、下記に不都合な点があれば必ず修正してくださ
い（図－16）。

□端子台への各接続にゆるみ・外れがないこと。
□各線材の切損・劣化がないこと。
□各部品類に変色・変形がないこと。
□基板上のコネクタなどの各配線接続にゆるみ・外れがないこと。

●元の通りにカバーを取り付けてください。

※水槽の位置が正しくないと、カバー（下）は閉まりません。

●作業後は運転確認を行い、漏水のないことを確認してください。

●水槽を少し引き出して、水槽内をウエスなどで掃除します（図－14）。
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6. 故障の原因と処置

 警告
●部品交換を含め、修理は当社または専門業者にご相談ください。修理に不備があると、水もれや感電、 

火災等の原因になります。
●改造は絶対にしないでください。改造すると、水もれや感電、火災等の事故の原因になります。

6-1．故障と思われる前に
●正常な動作を行わない場合でも、必ずしも故障が発生しているとは限りません。故障のチェックを行う前に、まず、下記の諸点をチェッ
クしてください。

□ドレン排水用ポンプへの電源が供給されていること
□加湿器本体が正常に運転していること

●上記に異常がない場合には、下記「6-2. 故障のチェックと処置」を参照してチェックおよび処置を行ってください。

6-2．故障のチェックと処置
●下記の一覧表を参照して、故障のチェックと処置を行ってください。

【故障のチェックと処置／一覧表】	 表内で　 印の原因に該当する故障と判断される場合には当社宛ご連絡ください。
	 ※ポンプへの電源が供給されていない場合には加湿器本体の運転も停止します。

状　態 故　障　原　因 処　置

①運転しない

※ 正しい電源が供給されていない 確認し修正する

※ 漏電ブレーカ（電源元スイッチ）がOFF ONにする

ポンプの水槽水位が運転水位に達していない

②加湿器のアフターランが終了
してもポンプは停止しない

加湿器の給水用電磁弁不良により給水が停止しない
給水サービス弁を止め、

 サービスコール

③加湿器リモコンスイッチ	
異常表示

下記④漏水を参照
●異常ランプが点灯して運転を停止している場合には、原因を調べて処置したうえで、ドレ
ン排水用ポンプ → 加湿器本体の順に漏電ブレーカ（電源元スイッチ）を一度OFF にし
てリセットします。

④漏水

排水配管の施工不良 確認し修正する

ドレン排水用ポンプの電源が加湿器と同一電源で、漏
電ブレーカ（電源元スイッチ）がOFF、または停電に
より電源が供給されていない状態で、加湿器の給水用
電磁弁不良により給水が停止しない。

給水サービス弁を止め、

 サービスコール
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6-3．故障時の作業が終わったら
●故障のチェックとその処置が終わったら必ず運転確認を行い、正常な動作および配管各部からの水もれのないことを確認してくだ	
さい。

●不都合な点があれば必ず修正し、なおも正常な動作を行わない場合は当社宛お問い合わせください。

6. 故障の原因と処置

6-4．保証期間
●当製品の保証期間は、銘板表示の製造年度の翌年末までです。取扱説明書および本体貼付ラベル等の要領に従った、正常な使用状態
で故障した場合には無料修理いたします。

●保証期間内においても、使用条件外でのご使用による故障、選定および取付の不良による故障、改造による故障、特殊用途でのご使
用による故障などにつきましては、有料修理となります。

●また、取扱説明書に交換周期の明示されている部品の交換、作業時期の明示されている保守点検作業につきましては、保証期間内に
おいても有料となる場合があります。
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8.	施工図
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ー

給
水

２
．給

排
水

配
管

＜
配

管
接

続
要

領
図

＞

加
湿

器
本

体

給
水

サ
ー

ビ
ス

弁
給

水

排
水

１
以

上

ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ

天
井

面

加
湿

器
本

体
加

湿
器

本
体

排
水

化
粧

グ
リ

ル

１
０

０

フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

用
バ

ル
ブ

※
 加

湿
器

へ
の

給
水

配
管

に
は

、給
水

サ
ー

ビ
ス

弁
お

よ
び

フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

用
バ

ル
ブ

を
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
上

、必
ず

設
け

て
く

だ
さ

い
。図

は
一

例
で

す
。現

場
の

都
合

に
応

じ
て

フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

が
行

え
る

よ
う

に
配

管
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

か
ら

付
属

の
排

水
継

手
ま

で
の

配
管

は
付

属
の

排
水

ホ
ー

ス
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。延
長

し
て

更
に

立
ち

上
げ

る
事

は
で

き
ま

せ
ん

。
※

 排
水

継
手

か
ら

の
排

水
配

管
は

必
ず

1
/1

0
0

以
上

の
先

下
が

り
勾

配
と

し
先

端
は

大
気

開
放

と
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 給

水
配

管
、排

水
配

管
と

も
に

凍
結

お
よ

び
結

露
を

防
止

す
る

た
め

の
保

温
処

理
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 図

中
破

線
部

は
客

先
ご

用
意

と
な

り
ま

す
。

※
 ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

側
に

排
水

配
管

の
荷

重
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
※

 排
水

ホ
ー

ス
は

曲
げ

ず
に

必
ず

垂
直

立
上

げ
と

し
、ホ

ー
ス

接
続

部
に

荷
重

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ

※
 加

湿
器

本
体

は
必

ず
水

平
に

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
 加

湿
器

本
体

は
、必

ず
ダ

ブ
ル

ナ
ット

で
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 天

井
面

に
は

□
4

5
0

以
上

の
点

検
口

を
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

点
検

口
は

必
ず

配
管

側
と

し
、配

管
そ

の
他

の
障

害
物

が
頭

上
に

無
い

位
置

に
設

け
て

く
だ

さ
い

。
※

 ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ
は

現
地

客
先

施
工

と
な

り
ま

す
。

吊
ボ

ル
ト

ピ
ッ

チ
　

4
5

0
9

5
9

5

天
井

開
口

寸
法

　
6

4
0

650 吊ボルトピッチ　

30

215

122.5

325 325

天井開口寸法　465

１
．加

湿
器

本
体

取
付

＜
天

井
開

口
－

吊
ボ

ル
ト

位
置

＞

（
開

　
　

　
　

 口
）

4
-M

1
0

吊
ボ

ル
ト

排
水

ホ
ー

ス
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9.	電気回路図

図
面

名
称

部
品

コ
ー

ド
 

作
成

日
 

2
0

1
1

／
1

1
／

1
8

 

2
0

1
4

／
1

2
／

0
4

 

更
新

日
 

Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｑ

Ｓ
Ｂ

０
０

2
０

1
訂

正
回

数
 

6
葉

  
別

 
１

／
１

 
図

 番

Ｖ
Ｃ

Ｈ
Ｗ

Ｍ
-V

C
H

2
0

0
0

  
ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

付
　

電
気

回
路

図

P

E

R
Y

7

ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ

SR

LV
S

路
回源電

F２
F1

V
C

H
　

加
湿

器
本

体

回御制

路

4

6

R
Y

3

R S

S
W

1
F1

C
N

2
C

N
1

R
Y

1 R
Y

2
S

S
R

1

C
N

7
1

FS

F2
TR

D
B

2

D
B

1

B
Z

D
S

2
D

S
3

D
S

1

2 3 4 5 6 7 8

2 E

運
転

信
号

S
V

FA
N

LW
S

V
K

C
U

-1

制   御   回   路

3

R
Y

4

1

5

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

C
2

L1 L2

2

5 6 7 8

D
U

M

1 4

R
Y

5

5
0

/6
0

H
z

R
Y

6
3

D
U

M

警
報

信
号

A
C

1
0

0
V

A
C

1
0

0
V

5
0

/6
0

H
z

D
M

C
U

-C
G

S
W

3
S

W
2

S
W

2

瞬
時

入
力

信
号

O
N

 
O

FF
常

時
入

力
信

号

外
部

指
令

信
号

入
力

8
7

6
5

8
7

C
1

H
S

++
～

-

～ ～ ～

-

※
 加

湿
器

本
体

端
子

台
、ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

端
子

台
へ

の
配

線
は

絶
縁

丸
型

端
子

（
M

3
ね

じ
用

）
を

使
用

し
、

線
径

は
（

R
, S

）
が

1.
2

5
m

m
²、

(C
1,

 C
2

, L
1,

 L
2

, 5
, 6

, 7
, 8

）
は

0
.5

～
0

.7
5

m
m

²を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
※

 ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

を
使

用
し

な
い

場
合

に
は

、
加

湿
器

本
体

1の
端

子
台

L1
－

L2
間

を
短

絡
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 ア

ー
ス

（
E

）
は

D
種

接
地

工
事

に
て

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
※

 D
U

M
信

号
線

接
続

時
に

、
加

湿
器

本
体

の
D

U
M

短
絡

コ
ネ

ク
タ

を
抜

い
て

、
差

し
替

え
て

く
だ

さ
い

。
※

 ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ
の

電
源

は
加

湿
器

本
体

と
別

電
源

と
し

、
常

時
O

N
と

な
る

よ
う

に
配

線
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

の
主

電
源

を
加

湿
器

本
体

と
同

一
電

源
と

す
る

場
合

は
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

（
電

源
元

ス
イ

ッ
チ

）
を

常
時

Ｏ
Ｎ

と
し

て
く

だ
さ

い
。

 加
湿

器
の

運
転

を
長

期
休

止
す

る
場

合
、

点
検

な
ど

や
む

を
得

ず
電

源
を

Ｏ
Ｆ

Ｆ
と

す
る

場
合

に
は

、
給

水
元

バ
ル

ブ
を

閉
じ

る
な

ど
万

一
の

場
合

に
も

水
が

流
れ

て
漏

水
事

故
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

9
 

LV
S

 
レ

ベ
ル

セ
ン

サ
 

電
極

棒
式

8
 

P
 

ポ
ン

プ
 

A
C

1
0

0
V

7
 

R
Y

7
 

D
U

M
 ポ

ン
プ

発
停

用
リ

レ
ー

 
D

C
リ

レ
ー

 
1

a
6

 
R

Y
6

 
D

U
M

 高
水

位
警

報
信

号
リ

レ
ー

 
D

C
リ

レ
ー

 
1

c　
（

上
O

N
）

5
 

R
Y

5
 

D
U

M
 運

転
信

号
リ

レ
ー

 
D

C
リ

レ
ー

 
1

c
4

 
F2

 
ヒ

ュ
ー

ズ
(D

M
C

U
-C

G
) 

ガ
ラ

ス
管

 
0

.2
A

3
 

F1
 

ヒ
ュ

ー
ズ

(D
M

C
U

-C
G

) 
ガ

ラ
ス

管
 

2
A

2
 

D
U

M
 

D
U

M
信

号
線

接
続

コ
ネ

ク
タ

 
4

P
1

 
D

M
C

U
-C

G
 

D
U

M
 コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
 

ド
レ

ン
排

水
用

ポ
ン

プ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
番

号
 

記
 号

 
部

品
名

称
 

仕
 様

9
 

S
W

2
 

外
部

指
令

入
力

接
点

 
瞬

時
or

常
時

入
力

（
客

先
用

意
）

8
 

H
S

 
ヒ

ュ
ー

ミ
デ

ィ
ス

タ
ッ

ト
 

客
先

ご
用

意
7

 
FA

N
 

送
風

フ
ァ

ン
 

A
C

1
0

0
V

6
 

S
V

 
給

水
用

電
磁

弁
 

D
C

1
0

0
V

5
 

TR
 

S
W

ト
ラ

ン
ス

 
基

板
搭

載
タ

イ
プ

、
絶

縁
型

4
 

F2
 

ヒ
ュ

ー
ズ（

弱
電

回
路

）(
V

K
C

U
-1

) 
ガ

ラ
ス

管
　

3
A

3
 

F1
 

ヒ
ュ

ー
ズ（

強
電

負
荷

）(
V

K
C

U
-1

) 
ガ

ラ
ス

管
　

3
A

2
 

S
W

1
 

電
源

ス
イ

ッ
チ

 
波

型
（

基
板

搭
載

）
1

 
V

K
C

U
-1

 
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
 

マ
イ

コ
ン

制
御

番
号

 
記

 号
 

部
品

名
称

 
仕

 様

2
4

 
E 

ア
ー

ス
 

D
種

接
地

工
事

2
3

 
B

Z
 

圧
電

ブ
ザ

ー
 

（
警

報
発

生
器

確
認

用
）

2
2

 
D

S
3

 
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
 

4
P

（
入

／
出

力
信

号
設

定
用

）
2

1
 

D
S

2
 

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

 
2

P
（

初
期

給
水

設
定

用
）

2
0

 
D

S
1

 
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
 

4
P

（
ア

フ
タ

ー
ラ

ン
・

TS
S

設
定

用
）

1
9

 
D

B
2

 
全

波
整

流
器

 
1

A
  8

0
0

V
耐

圧
1

8
 

D
B

1
 

全
波

整
流

器
 

4
A

  6
0

0
V

耐
圧

1
7

 
LW

S
 

漏
水

セ
ン

サ
 

電
極

式
1

6
 

FS
 

高
水

位
検

知
用

フ
ロ

ー
ト

ス
イ

ッ
チ

 
上

O
N

1
5

 
R

Y
4

 
警

報
信

号
リ

レ
ー

 
D

C
リ

レ
ー

　
1

a
1

4
 

R
Y

3
 

運
転

信
号

リ
レ

ー
 

D
C

リ
レ

ー
　

1
a

1
3

 
R

Y
2

 
フ

ァ
ン

強
弱

切
替

用
リ

レ
ー

 
D

C
リ

レ
ー

　
1

c
1

2
 

R
Y

1
 

フ
ァ

ン
運

転
用

リ
レ

ー
 

D
C

リ
レ

ー
　

1
a

1
1

 
S

S
R

1
 

給
水

電
磁

弁
運

転
用

リ
レ

ー
 

リ
レ

ー
ソ

リ
ッ

ド
ス

テ
ー

リ
レ

ー
1

0
 

S
W

3
 

外
部

指
令

入
力

接
点

 
瞬

時
停

止
（

客
先

用
意

）
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10.	結線要領図

図
面

名
称

部
品

コ
ー

ド
 

作
成

日
 

2
0

1
1

／
1

1
／

0
1

 

2
0

1
2

／
0

4
／

1
3

更
新

日
 

Ｗ
Ｍ

-V
C

H
2

0
0

0
  ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

付
（

W
M

-D
U

M
-C

G
）

結
線

要
領

図

Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｑ

Ｓ
Ｊ

０
０

２
０

１
訂

正
回

数
 

4
葉

  
別

 
１

／
１

 
図

 番

Ｖ
Ｃ

Ｈ

D
M

C
U

-C
G

C
1

L1
C

2

C
1

C
2

S
E

加
湿

器
本

体
1

　
W

M
-V

C
H

2
0

0
0

1
2

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ユ
ニ

ット
　

V
K

C
U

-1

L2
R

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ユ
ニ

ット
　

V
K

C
U

-1

警
報

信
号

R S C
1

3
台

目
以

降

5
6

7
8

3
4

警
報

信
号

運
転

信
号

運
転

信
号

出
力 O
FF

O
N

7

ポ
ン

プ
1 R

S

C
2 R S

ド
レ

ン
排

水
用

コ
ネ

ク
タ

D
U

M
コ

ネ
ク

タ
D

U
M

コ
ネ

ク
タ

D
U

M
コ

ネ
ク

タ
D

M
C

U
-C

G

V
C

H

D
U

M
3

台
目

以
降

8

E
E

E

W
M

-D
U

M
-C

G

D
U

M

ポ
ン

プ
2

W
M

-D
U

M
-C

G

加
湿

器
本

体
2

　
W

M
-V

C
H

2
0

0
0

漏
電

ブ
レ

ー
カ

1
（

分
電

盤
等

）
A

C
1

0
0

V
 5

0
/6

0
H

z

漏
電

ブ
レ

ー
カ

2
（

分
電

盤
等

）
A

C
1

0
0

V
 5

0
/6

0
H

z

H
S

外
部

指
令

信
号

入
力

ド
レ

ン
排

水
用

O
FF

(1
)常

時
入

力
信

号（
出

荷
時

設
定

）の
場

合

O
N

(2
)瞬

時
入

力
信

号
の

場
合

6
8

5
7

7
5

6
8

6
5

※
 通

電
電

圧
/電

流

※
　

接
点

定
格（

R
Y

3
, R

Y
4

）

抵
抗

負
荷

D
C

3
0

V
3

A
3

A

誘
導

負
荷

A
C

1
2

5
V

A
C

1
2

5
V

1
A

1
A

D
C

3
0

V

R
Y

3
R

Y
4

R
Y

4
R

Y
3

C
N

7
C

N
7

D
C

1
2

V
/D

C
1

0
m

A

※
 3

線
で

の
配

線

C
1

L1
C

2
S

1
2

L2
R

5
6

7
8

3
4

R
S

O
N

O
N

O
FF

O
FF

C
O

M

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

 D
S

3
 1

番
ピ

ン
V

K
R

M
-1

基
板

V
K

C
U

-1
 デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
 D

S
3

 2
番

ピ
ン

基
板

V
K

C
U

-1
　

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

 D
S

3
 1

番
ピ

ン
基

板
V

K
C

U
-1

　

電
源

表
示

灯
と

連
動

※
ス

イ
ッ

チ「
入

」状
態

（
出

荷
時

設
定

）

加
湿

表
示

灯
と

連
動

※
ス

イ
ッ

チ「
入

」か
つ

Ｈ
Ｓ「

O
N

」状
態

※
 破

線
部

分
は

客
先

ご
用

意
と

な
り

ま
す

。
※

 加
湿

器
本

体
端

子
台

、
ド

レ
ン

排
水

用
ポ

ン
プ

端
子

台
へ

の
配

線
は

絶
縁

丸
型

端
子

（
M

3
ね

じ
用

）
を

使
用

し
、

線
径

は
（

R
, S

）
が

1
.2

5
m

m
²、

（
C

1
, 

C
2

, L
1

, L
2

, 5
, 6

, 7
, 8

）
は

0
.5

～
0

.7
5

m
m

²を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
※

 ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

（
H

S
）

お
よ

び
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

。
※

 リ
モ

コ
ン

1
ヶ

で
、

本
体

1
0
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